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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成22年５月10日に提出いたしました第38期(自 平成21年２月21日　至 平成22年２月20日)に係る有価

証券報告書の記載内容の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の

訂正報告書を提出するものであります。　　　　　　　　　　　　　　　

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　　　　第２　事業の状況

　　　　　４　事業等のリスク

　　　　　　(13)　金利変動に関するリスク

　
　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　　第一部　【企業情報】

　　　　　　第２　【事業の状況】

　　　　　　　４　【事業等のリスク】

　　　　　　　　(13)　金利変動に関するリスク

　
（訂正前）

当社は、平成22年２月期末現在において374億26百万円の有利子負債の残高があります。当社は有利子

負債の削減に向けた様々な取り組みを行っていますが、当社の成長戦略などにより、有利子負債が更に増

加する可能性もあります。

　今後の金融市場において、長期金利や短期金利が上昇した場合、借入コストの増加により当社の事業、財

務状況及び業績に悪影響が及ぶ可能性があります。

　

（訂正後）

　
当社は、平成22年２月期末現在において374億27百万円の有利子負債の残高があります。当社は有利子

負債の削減に向けた様々な取り組みを行っていますが、当社の成長戦略などにより、有利子負債が更に増

加する可能性もあります。

　今後の金融市場において、長期金利や短期金利が上昇した場合、借入コストの増加により当社の事業、財

務状況及び業績に悪影響が及ぶ可能性があります。
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